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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
初
夏
を
感

じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
紙

上
遍
路
の
か
わ
ら
版
。
残
す
は
十
九
ヶ
寺
。

頑
張
っ
て
打
ち
通
し
ま
し
ょ
う
。
今
月

も
元
気
に
出
発
で
す
。

★
一
夜
建
立
の
寺

   

同
じ
境
内
に
あ
る
六
十
八
番
、
六
十

九
番
か
ら
東
北
に
約
四
・
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
前
方
に
五
重
塔
が
見
え
て
き
ま

す
。
七
十
番
、
七
宝
山
（
し
っ
ぽ
う
ざ

ん
）
本
山
寺
（
も
と
や
ま
じ
）
で
す
。

   

平
城
天
皇
の
勅
願
を
受
け
、
お
大
師

様
が
井
ノ
内
村
（
徳
島
県
）
で
用
材
を

伐
採
、
財
田
村
（
香
川
県
）
で
製
材
し

た
う
え
で
運
搬
し
、
数
日
で
寺
を
組
み

立
て
た
逸
話
か
ら
一
夜
建
立
の
寺
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

   

本
尊
の
馬
頭
観
世
音
菩
薩
、
脇
侍
の

阿
弥
陀
如
来
と
薬
師
如
来
は
お
大
師
様

自
ら
に
よ
る
一
刀
三
礼
の
作
。

   

長
宗
我
部
元
親
に
よ
る
天
正
の
兵
火

の
折
、
軍
勢
は
侵
入
を
拒
む
住
職
を
斬

っ
て
堂
内
に
強
襲
。
す
る
と
、
内
陣
厨

子
が
開
き
、
阿
弥
陀
如
来
像
が
血
を
流

し
て
い
る
の
を
見
た
軍
勢
は
、
恐
れ
を

な
し
て
退
散
。

   

以
来
、
阿
弥
陀
如
来
像
は
太
刀
（
た

ち
）
受
け
の
弥
陀
（
み
だ
）
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

★
日
本
三
大
霊
場

   

七
十
番
か
ら
約
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

標
高
三
百
八
十
二
メ
ー
ト
ル
の
弥
谷
山

（
い
や
だ
に
や
ま
）
の
中
腹
に
立
つ
の

が
七
十
一
番
、
剣
五
山
（
け
ん
ご
ざ
ん
）

弥
谷
寺
（
い
や
だ
に
じ
）
。

   

こ
の
辺
り
か
ら
お
大
師
様
の
生
誕
地
、

善
通
寺
に
近
く
な
り
、
幼
少
時
の
逸
話

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

   

真
魚
（
ま
お
）
と
称
し
た
幼
少
時
に

籠
っ
て
学
問
を
し
た
岩
窟
は
獅
子
の
岩

屋
と
呼
ば
れ
、
大
師
堂
の
奥
に
残
っ
て

い
ま
す
。

   

開
基
は
行
基
菩
薩
。
弥
谷
山
の
山
頂

か
ら
、
阿
波
、
土
佐
、
伊
予
、
讃
岐
、
備

前
、
備
中
、
備
後
、
安
芸
の
八
か
国
が

眺
望
で
き
た
こ
と
か
ら
、
行
基
菩
薩
が

東
の
峰
に
阿
弥
陀
如
来
像
、
西
の
峰
に

釈
迦
如
来
像
を
安
置
し
、
蓮
華
山
（
れ

ん
げ
ざ
ん
）
八
国
寺
（
や
こ
く
じ
）
と

命
名
。
三
つ
の
峰
を
擁
す
る
た
め
、
山

は
三
朶
（
さ
ん
だ
）
の
峰
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。

   

唐
か
ら
帰
朝
し
た
お
大
師
様
が
参
籠

し
た
折
、
天
か
ら
五
柄
（
ご
ふ
り
）
の

剣
が
降
り
て
き
た
こ
と
に
因
み
、
山
号

寺
号
を
剣
五
山
弥
谷
寺
に
改
め
ま
し
た
。

   

下
北
半
島
の
恐
山
、
国
東
半
島
の
臼

杵
磨
崖
仏
（
う
す
き
ま
が
い
ぶ
つ
）
、
そ

し
て
弥
谷
山
は
日
本
三
大
霊
場
。
弥
谷

寺
に
は
弥
谷
信
仰
、
弥
谷
参
り
の
風
習

が
残
っ
て
い
ま
す
。

★
最
古
の
四
国
霊
場

   

七
十
一
番
か
ら
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

い
よ
い
よ
お
大
師
様
の
生
誕
地
で
あ
る

善
通
寺
市
入
り
。
七
十
二
番
は
我
拝
師

山
（
が
は
い
し
ざ
ん
）
曼
荼
羅
寺
。

   

創
建
は
四
国
霊
場
で
最
古
の
推
古
四

年
（
五
九
六
年
）
。
お
大
師
様
の
生
家

で
あ
る
讃
岐
領
主
、
佐
伯
氏
の
氏
寺
と

し
て
建
立
さ
れ
、
当
初
は
世
坂
寺
（
よ

さ
か
じ
）
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

   

唐
か
ら
帰
朝
し
た
お
大
師
様
は
、
亡

母
・
玉
依
（
た
ま
よ
り
）
御
前
の
菩
提

を
弔
う
た
め
、
長
安
の
青
龍
寺
（
恵
果

和
尚
か
ら
密
教
の
正
統
を
授
か
っ
た
寺
）

を
模
し
て
伽
藍
を
整
え
、
持
ち
帰
っ
た

両
界
曼
荼
羅
を
奉
納
し
て
寺
号
を
曼
荼

羅
寺
に
改
め
ま
し
た
。

   

そ
の
際
に
植
え
た
松
が
直
径
十
八
メ

ー
ト
ル
近
く
に
育
ち
っ
て
不
老
の
松
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
松
喰
い

虫
に
侵
さ
れ
、
平
成
十
四
年
に
惜
し
く

も
伐
採
。

   

か
つ
て
の
菅
笠
を
二
つ
伏
せ
た
よ
う

な
姿
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
で
は
幹

に
笠
松
大
師
と
刻
ま
れ
、
鎮
座
し
て
い

ま
す
。

   

平
安
時
代
に
は
、
西
行
法
師
が
二
年

間
逗
留
し
、
西
行
庵
を
結
び
ま
し
た
。

★
捨
身
ヶ
嶽

   

七
十
二
番
か
ら
約
〇
・
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
徒
歩
数
分
で
到
着
す
る
の
が
七

十
三
番
、
我
拝
師
山
出
釈
迦
寺
（
し
ゅ

つ
し
ゃ
か
じ
）
。

   

七
歳
の
真
魚
が
衆
生
救
済
の
請
願
を

立
て
て
崖
か
ら
捨
身
。
す
る
と
、
紫
雲

と
と
も
に
蓮
華
に
座
し
た
釈
迦
如
来
が

現
れ
、
真
魚
を
抱
き
と
め
て
救
っ
た
と

い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

   

長
じ
て
お
大
師
様
が
こ
の
地
に
寺
を

建
立
。
捨
身
し
た
崖
は
捨
身
ヶ
嶽
と
呼

ば
れ
、
鎖
に
す
が
っ
て
百
メ
ー
ト
ル
の

断
崖
を
登
る
山
頂
の
行
場
と
な
っ
て
お

り
、
稚
児
大
師
像
が
建
っ
て
い
ま
す
。

★
善
通
寺

   

来
月
は
七
十
四
番
に
続
い
て
お
大
師

様
の
生
誕
地
、
七
十
五
番
の
善
通
寺
。

乞
ご
期
待
。

七十二番 我拝師曼荼羅寺

七十番 七宝山本山寺

七十三番 我拝師山出釈迦寺

七十一番 剣五山弥谷寺

73
72

70
71

香川県善通寺市香川県善通寺市

香川県三豊市香川県三豊市


